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 研究課題 1では，ジャンパー膝群（以下 J群）およびコントロール群（以下 C群）を対象に，圧





症状を 100点満点で評価する VISA scoreとの関係を検討した． 
 研究課題 3 では，超音波ドップラー法を用いて膝蓋腱内の血管分布像（以下 Vascularity）を計
測し，ジャンパー膝の重症度をあらわす機能的評価指標として，Vascularity が有用であるかどう












 研究課題 1は，J群と C群の寒冷負荷前後における STTPの経時的変化が有意に異なることが明ら
かになった．寒冷負荷後の STTP の経時的変化において，J群では寒冷負荷前の安静時の STTP の値
に回復したのは Post 5 分だったのに対して，C 群では Post 8 分であり，J 群の方が寒冷負荷後の
STTPの回復が早かった． 圧痛に関し J群は C群と比較して有意に高い値を示し，圧痛と STTP，STTP
回復率（寒冷負荷終了後の STTP／寒冷負荷前の STTP），STTP 変化率（寒冷負荷終了後の STTP／寒
冷負荷終了直後の STTP）の関係で圧痛との相関係数が最も大きかったのは STTP 変化率であった．
寒冷負荷試験前の安静時の STTPにおいて J群は C群と比較して有意に高い値を示し，安静時の STTP
も圧痛と有意な相関を示した． 
 研究課題 2 では，安静時の STTP は，VISA score や圧痛と有意な相関を示し，これまで重要視さ
れてきた大腿四頭筋の柔軟性の指標となる踵殿距離や，筋緊張度の指標となる筋弾性は，STTP，VISA 
score，圧痛とは相関関係を示さなかった． 





























において Pre と比較して Post の方が有意に低い値を示した結果は，低周波鍼通電による

























平成 26年 1月 22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
